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名古屋YWCAの日本語教育事業 

  

1970年代 外国人のための日本語教室 

        日本語教養セミナー 

1984年  日本語教師養成事業 開始 

1989年  日本語学校事業 開始 

2011年   「外国人子ども日本語教室ガリ勉クラブ」開始 

2013年   託児付日本語教室 

          「外国人子育てサポート教室バンビーナ」開始 
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名古屋YWCAの文化庁事業（２０１１～２０１５） 
  外国人親子・家族・女性をテーマに取り組む 

   

 ２０１１年 「外国人中学生のための日本語教室ガリ勉クラブ」：（A） 

 ２０１３年 「外国人ファミリーのための日本語教育事業」:（B）  

 ２０１４年 「外国人の子育てと生活 日本語支援事業」：（B） 

  

 ２０１５年 「外国人の子育てと生活 日本語支援事業」:（B） 

   ① 外国人子育てサポート教室「バンビーナ」 

   ② 外国人生活者のための土曜漢字クラス 

   ③ 外国人親子 プレスクール研修会      

   ④ 外国人生活者支援調査とネットワーク作り 
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2015年度 
 

「外国人の子育てと生活日本語支援事業」４つの取組 
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外国人子育て 
サポート教室 
「バンビ―ナ」 

土曜 
漢字クラス 

親子 
プレスクール 
研修会 

名古屋市外国人 
子育て支援調査と 

ネットワーク 
づくり 

対象：外国人父母 

対象：外国人家族と日本人支援者 対象者：支援者 

対象：外国人父母 



2015年度 外国人子育て支援調査の概要 

【目的】名古屋市内の「外国人子育て支援」の実態把握 

【調査対象】 
    

  ★保育施設   ★児童館  ★日本語教室  

       ・幼稚園     

    ・認可保育園    

    ・認可外保育園     

      

645通送付 ☛ 118通回収    
           

 
 【調査期間】 ２０１５年６月第1週～６月末 （約３週間）  
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調査 



保育施設における外国人児童・保護者の現状と課題 

【Ｑ．外国人児童や保護者と接する際に、困ったことは？】 

「保護者との会話」  
    約５割 
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    バンビーナ（2013～） 

                           子育てサポート教室（託児付き日本語教室） 
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父母のための漢字教室  



Can-do statements、学習ポートフォリ
オ、ロールプレイによる自己評価 

外国人子育てサポート教室 

    「バンビーナ」 
期間：2013年9月～2015年7月  週１回、1回2.5h 
 

対象：外国人父母 

 

主な活動内容： 生活や子育ての日本語 

          親子で学ぶ（手遊び、 
          絵本の読み聞かせ など） 

 

参加：学習者延べ50名 （多国籍） 

    支援者22名 
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能力評価の目的 
 
学習者自身が日本語の学習状況や 
日本語を使って何ができるかを把握すること 

*評価対象  

日本語での生活（子育て）上の行為 
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バンビーナ  
能力評価の活用とその流れ 

目標達成 

Can-do 

statements 

ステップ ４  

学習 

ポートフォリオ 

ステップ ３  

ロールプレイ 

ステップ２ 

インタビュー

シート 

ステップ 1  

Can-do 

statements 
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ファイリング 

2015年度 
 

ファイルの工夫  
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Can-do statements例） 

Can-do 
Statementsの 
項目を 

開催回数と 
同じ数に 
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Can-do statements例） 

２０１５年度 バンビーナ第1ターム シラバス 
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Can-do statements例） 

２０１５年度バンビーナ第1ターム Can-do Statements 

２０１５年５月１９日 ２０１５年７月２４日 
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Can-do statements例） 

２０１５年度バンビーナ第1タームロールプレイ 
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学習ポートフォリオ例） 

 

 

 

学習記録の要素を 
取り入れ、 

よりシンプルに 
今日、勉強したこと 
覚えたことば 
覚えた情報など 

１行で書き込む方式 
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能力評価を行う際のポイント 
  

 ・目的を明確にする 

 ・学習者が目的を把握し、現在の状況を理解、 
  評価できる内容にすること 

 ・適量であること 

 ・受講生やボランティア自身が意義を感じられる 
  ものであること 
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学習能力評価の成果 

・学習内容が明確になった 
 
 
・学習者が本当にできることとできないことが  
   わかるようになった 
 

・パフォーマンスを意識した学習ができた 
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学習能力評価の課題 

・ポートフォリオ活動の意義 

・時間の確保 

・ポートフォリオ検討会 

・ルーブリックの欠如 

・評価者の専門性 

・評価対象である標準的なカリキュラム案 
  自体の問題点  
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名古屋YWCAにおける 
文化庁 「生活者としての日本語教育事業」の課題 

 

１．プログラムの継続性 
 ◇委託事業からの発展性 
 ◇人材の育成 ＝プロ、ボランティア  
 

２．標準カリキュラム以後 
 ◇日本語教育施策の全体像への期待 
   ＝生活者の言語学習の権利の公的保障            
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